
「委員会からのお知らせ」への掲載における留意事項 

 

【掲載の趣旨】 

研究成果等の情報を世の中に公表することが社会の利益となるものについて、全ての関係者や一

般の人々に対して透明性を保ちつつ、公平に情報提供を行うもの。 

 

【期間を限定する意義】 

学術調査研究事業運営要領第 15 条にて公開期間を「公開日から 2年間」に設定している。これに

より、情報の陳腐化を防ぐとともに、一般公開として十分な広がりを持たせる。 

また、研究成果や情報は時間の経過とともに更新されていくが、過去の情報がいつまでも目に触

れることで、誤認や誤解を招く可能性がある。 

そのため、一定の期限を設けることが理にかなっており、公開終了後に会員専用ページに移行す

ることで、期間が経過した情報も引き続き会員にとって有用であり、アクセスを保ちつつ、情報が

不必要に拡散されることを防止する。 

 

【規程遵守の必要性】 

全体の管理や運営を円滑に進め、情報公開に関する手続きに従うことで、会員や関係者全員が同

じルールの下で公正に情報を利用する。また、会員ならびに一般からのトラブル等を避けることが

できる。 

 

【掲載を希望する場合の手続き】 

学術調査研究事業運営要領に定める「研究成果等の情報公開に関する手続き」の「その他の調整

に関する事項」のフローに従い手続きを行う。 

当該小委員会、当該常設委員会が対応する事項は以下のとおり。 

① 申請にあたっては本留意事項を考慮していることを明記すること。 

② 掲載内容には，責任所在(常設委員会)、問合せ先を明記すること。 

③ 上記①、②ならびに掲載内容について常設委員会で審議したうえで、研究委員会に提出すること。 

 

【研究委員会の審議について】 

研究委員会では、学術調査研究事業運営要領および本留意事項の趣旨を考慮しつつ審議する。 

 

【備考】 

① 「その他の調整に関する事項」に基づき申請する場合は、掲載内容を資料として提出すること。 

なお、別ページにリンクすることを希望する場合は、リンク先（別ページ）の HTML 原稿の作成は研究委

員会の承認後でも構わない。 

② 共同事業、国際事業、特別委員会に関する事項は、研究委員会の対象外である。 

③ 期間満了により、「委員会からのお知らせ」のページから掲載を取り下げた内容を、各個人で親委員会

および小委員会の成果として公開することは禁止する。 

④ 本留意事項の修正などは研究委員会で決議する。 

 

以上 


